
 

 

   2020 年 7月 30 日 

 

 

 
 

ＪＡＦ（一般社団法人 日本自動車連盟）中部本部（本部長 山口真史）は、学校法人電波学園名古

屋工学院専門学校（校長 小川義則）と、「ロードサービス学習システム作製に関する協定書」を 7月

27 日（月）に締結しました。 

 

この「ロードサービス学習システム」は、ロードサービス救援作業の知識・技術の向上を目的とし

て開発するアプリを使った学習ツールで、JAF では初めて学生に開発を依頼します。アプリは全国の

JAF ロードサービス隊員が使用可能で、現在の JAF 社内教育や社内検定以外でも隊員全員が同じ知識

を得ることができ、お客様に均一なサービスを提供することができます。 

 

開発に係わる名古屋工学院専門学校の学生（現在 2年生 2021 年 3 月卒業予定）は、卒業研究とし

てこの学習システムの開発に取り組みます。開発を通して実際の企業と連携した企画を体験し、学生

の今後のキャリア形成に活かしてもらうことが目的です。 

 

 

↑学生のシステム制作風景 

ＪＡＦ愛知支部 
〒466-8580 
名古屋市昭和区福江3-7-56 
Tel 052（872）3867 
Fax 052（872）1164 

ＪＡＦニュース

ちゅうぶ 20-004 

【報道機関からのお問合せ】 

ＪＡＦ愛知支部事業課  担当：風岡（かざおか）、吉田、小宮 

TEL ： 052-872-3867（平日 9：00～17：30）  Mail ： aichi-koho@jaf.or.jp 

初企画！ 
 

←調印式の様子 

ＪＡＦと名古屋工学院専門学校が 

ロードサービス学習システム作製に関する協定を締結しました 
 


